
乳癌ラジオ波焼灼療法開始まで
①ラジオ波焼灼療法を始めたい

②学会の適正使用指針を確認
施設要件・術者要件など

②-1 病理医の協力
医療機器・ＭＥの配置など実施環境の確認

③eラーニング（術者用）受講 ③-2 病理医はeラーニング（病理用）受講

④3例の実地研修
実施施設・術者はＨＰで公開

⑤届出書を学会事務局へ提出
□eラーニング（術者用）受講 □施設要件（ eラーニング（病
理用）受講） □術者要件 □症例報告書

⑥事務局・ＷＧで内容を確認

⑦認定委員会で承認

⑨術者承認書を取得

⑩症例の適格基準確認 ⑪レジストリ前登録＊ ⑫ラジオ波焼灼療法実施 ⑬レジストリ実施・後登録

＋

⑧承認された術者（施設）をＨＰで公開

指導者名、年齢、左右乳房の情報と、
手術時間の情報をメモして記録に残す

ようにという周知する

*レジストリ運用開始までは症例登録シートに記録して保管し、レジストリ運用開始後に入力すること

制度が確立するまで変更される可能性がございますので、
ご留意ください
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